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『
大
織
冠
』
絵
巻
二
種
紹
介

石
川
　
透

一
、
は
じ
め
に

　
『
大
織
冠
』
は
、
幸
若
舞
曲
の
一
作
品
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
奈
良
絵
本
・
絵
巻
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
、
室
町
時

代
末
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
、
京
都
の
絵
草
紙
屋
を
中
心
に
制
作
さ
れ
た
、
手
作
り
手
彩
色
の
豪
華
絵
本
や
絵
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方

で
、
幸
若
舞
曲
と
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
演
劇
の
一
種
の
総
称
で
あ
る
。『
大
織
冠
』
は
、
幸
若
舞
曲
に
属
す
る
が
、
そ
の
本
文
が
散
文
と

し
て
も
享
受
さ
れ
、
御
伽
草
子
と
同
じ
よ
う
に
、
絵
本
や
絵
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

　

奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
拙
著
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻　

中
世
末
か
ら
近
世
前
期
の
文
華
』（
平
凡
社
選
書
、
二
〇
二
二
年
七
月
）

に
ま
と
め
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
拙
著
を
参
照
願
い
た
い
。
ま
た
、
幸
若
舞
曲
に
つ
い
て
は
、
文
学
史
上
・
演
劇
史
上
の
意
義
や
作
品
群
の
説
明

が
、
数
多
く
の
専
門
書
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
論
文
に
記
す
『
大
織
冠
』
の
絵
本
や
絵
巻
に
つ
い
て

は
、
小
林
健
二
氏
『
中
世
劇
文
学
の
研
究
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）
や
恋
田
知
子
氏
『
薄
雲
御
所
慈
受
院
門
跡
所
蔵
大
織
冠
絵
巻
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
等
に
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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二
、『
大
織
冠
』

　

最
初
に
、
幸
若
舞
曲
『
大
織
冠
』
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　

大
職
冠
藤
原
鎌
足
の
娘
は
、
唐
の
太
宗
皇
帝
の
后
と
な
り
、
宝
物
を
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興
福
寺
に
寄
進
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
宝

物
の
宝
珠
（
ほ
う
じ
ゅ
）
を
、
海
中
の
竜
王
は
奪
お
う
と
し
、
阿
修
羅
の
眷
属
を
遣
わ
し
て
、
船
の
護
衛
の
将
軍
と
戦
わ
せ
る
。
阿
修
羅
は
敗
れ

る
が
、
美
し
い
女
人
に
化
け
た
竜
女
に
よ
っ
て
、
将
軍
は
宝
珠
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
鎌
足
は
取
り
返
そ
う
と
、
四
国
志
度
の
海
女
と
契
り
を
結

び
、
子
ま
で
成
し
た
後
、
海
女
に
竜
宮
に
あ
る
宝
珠
を
取
っ
て
来
る
よ
う
に
頼
む
。
海
上
で
管
弦
の
遊
び
を
行
い
、
竜
王
達
を
惹
き
つ
け
て
、
そ

の
留
守
に
海
女
は
竜
宮
に
入
り
、
宝
珠
の
奪
還
に
成
功
す
る
。
し
か
し
、
留
守
番
の
竜
に
よ
っ
て
海
女
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
海
女
の
遺
骸
と
対

面
し
た
鎌
足
は
、
海
女
の
胸
に
隠
さ
れ
た
宝
珠
を
見
付
け
、
宝
珠
は
無
事
に
興
福
寺
に
納
め
ら
れ
る
。
鎌
足
と
海
女
の
子
は
、
後
の
藤
原
房
前
と

な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
上
の
人
物
が
登
場
し
て
い
る
が
、
話
の
内
容
は
作
り
話
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
藤
原
房
前
は
、
鎌
足
の
子
で
は
な
く
、
現

実
に
は
孫
に
な
る
。
こ
の
話
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
か
は
、
簡
単
に
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
室
町
時
代
に
は
、
幸
若
舞
曲
と
し
て
演

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
演
劇
と
し
て
は
、
能
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
能
に
も
、『
大
織
冠
』
と
同
内
容
の
作
品
が
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、『
海
人
』
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、『
大
織
冠
』
の
後
半
部
に
相
当
す
る
。
こ
の
能
『
海
人
』
は
、
四
国
の
志
度
を
舞
台
と
し

て
い
る
が
、
志
度
寺
に
は
海
女
の
伝
説
が
現
存
し
、
海
女
の
碑
等
の
遺
跡
や
、『
志
度
寺
縁
起
』
の
掛
幅
（
か
け
ふ
く
）
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。

掛
幅
の
絵
は
、
志
度
寺
の
僧
侶
に
よ
り
、
絵
解
き
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
、
古
く
か
ら
こ
の
話
は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

幸
若
舞
曲
の
本
文
は
、
同
時
代
の
演
劇
で
あ
る
能
の
本
文
に
較
べ
れ
ば
、
韻
律
的
な
部
分
が
少
な
く
、
書
か
れ
た
写
本
だ
け
見
れ
ば
、
御
伽
草

子
の
作
品
群
と
大
差
は
な
い
。
そ
れ
で
、
幸
若
舞
曲
は
、
盛
ん
に
絵
本
や
絵
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、『
大
織
冠
』
は
、
幸
若
舞
曲
の
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中
で
も
最
も
人
気
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
上
記
小
林
健
二
氏
の
著
書
に
あ
る
各
作
品
の
絵
入
り
本
の
一
覧
を
見
て
も
、
数
多
く
の
奈
良
絵
本
・
絵

巻
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
形
と
し
て
は
珍
し
い
『
大
織
冠
』
絵
巻
二
種
を
、
挿
絵
の
画
像
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
元
々
絵

の
み
の
作
品
で
あ
る
中
型
絵
巻
で
あ
る
。
日
本
の
絵
巻
は
、
そ
の
多
く
は
、
詞
書
（
本
文
）
と
絵
が
交
互
に
登
場
す
る
。
特
に
奈
良
絵
本
・
絵
巻

が
数
多
く
作
ら
れ
た
一
六
〇
〇
年
代
の
絵
巻
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
形
態
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
絵
の
み
で
作
ら
れ
た
作
品
は
数
少
な
い
。『
大

織
冠
』
の
後
半
部
と
内
容
上
重
な
る
『
志
度
寺
縁
起
』
の
掛
幅
は
、
絵
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
の
掛
幅
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か

く
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
な
お
、
本
絵
巻
の
大
き
さ
は
、
普
通
の
絵
巻
の
大
き
さ
（
縦
約
三
十
糎
以
上
）
に
近
い
が
、
便
宜
上
、
中
型
絵
巻
と
呼

ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

二
つ
目
の
小
型
絵
巻
は
、
中
巻
の
み
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
こ
の
大
き
さ
の
絵
巻
も
一
六
〇
〇
年
代
の
制
作
で
は
珍
し
い
。
室
町
時
代
後
期
に

小
絵
（
こ
え
）
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
絵
巻
が
い
く
つ
も
作
ら
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
小
絵
の
よ
う
な
素
朴
さ
は
無
い
。
ま
さ
に
一
六
〇

〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
豪
華
絢
爛
な
絵
を
伴
な
っ
た
絵
巻
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
驚
く
の
は
、
本
小
型
絵
巻
と

酷
似
し
た
絵
巻
が
存
在
し
、
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
奈
良
絵
本
『
大
織
冠
』
上
巻
（
中
巻
・

下
巻
）』
と
題
し
て
、
伊
藤
善
孝
氏
が
二
〇
二
二
年
二
月
ま
で
に
立
正
大
学
図
書
館
か
ら
刊
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
立
正
大
学

が
所
蔵
す
る
二
種
類
の
『
大
織
冠
』
の
絵
入
り
本
を
カ
ラ
ー
写
真
を
入
れ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

立
正
大
本
の
内
、
三
軸
の
絵
巻
の
方
は
、
縦
一
七
・
二
糎
で
、
今
回
紹
介
す
る
小
型
絵
巻
と
全
く
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
挿
絵
の
描
き
方
や
絵

巻
と
し
て
の
体
裁
も
よ
く
似
て
い
る
。
中
巻
だ
け
を
較
べ
る
と
、
絵
の
数
が
今
回
紹
介
す
る
小
型
絵
巻
の
方
が
一
枚
多
か
っ
た
り
、
本
文
の
筆
跡

が
異
な
る
等
、
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
時
に
、
絵
草
紙
屋
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
六
〇
〇
年
代
後
半
の
絵
巻
に
は
、
同
時
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
巻
が
い
く
つ
か
現
存
し
て
い
る
。
絵
草
紙
屋
は
一
点
ず
つ
、
絵
巻
を

作
り
上
げ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
複
数
制
作
し
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
。
需
要
の
あ
る
よ
う
な
人
気
の
絵
巻
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
時
に
複
数
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制
作
し
た
方
が
、
利
益
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

三
、
書
誌

　

二
種
類
の
絵
巻
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

中
型
絵
巻

所
蔵
、
架
蔵

体
裁
、
絵
巻
、
一
軸

時
代
、[

江
戸
時
代
前
期]

写

表
紙
、
紺
色
地
金
繡

見
返
、
金
紙

外
題
、
ナ
シ

内
題
、
ナ
シ

紙
高
、
二
八
・
三
糎

料
紙
、
斐
紙

挿
絵
、
全
体
（
元
々
詞
書
ナ
シ
）

奥
書
、
ナ
シ

　

小
型
絵
巻

所
蔵
、
架
蔵
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体
裁
、
絵
巻
、
一
軸
（
中
巻
の
み
）

時
代
、[

江
戸
時
代
前
期]

写

表
紙
、
黄
土
色
地
金
繡

見
返
、
金
紙

外
題
、
ナ
シ

内
題
、
ナ
シ

紙
高
、
一
七
・
二
糎

料
紙
、
斐
紙

挿
絵
、
六
図

奥
書
、
ナ
シ

四
、
挿
絵
写
真

　

以
下
に
、『
大
織
冠
』
の
中
型
絵
巻
と
小
型
絵
巻
の
挿
絵
を
続
け
て
写
真
で
掲
出
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
は
、
閉
じ
た
状
態
の
絵
巻
を
示

し
て
か
ら
、
中
型
絵
巻
、
小
型
絵
巻
の
順
で
示
す
。
な
お
、
小
型
絵
巻
の
第
一
図
は
普
通
の
挿
絵
の
倍
の
幅
が
あ
る
た
め
、
第
一
図
の
み
は
二
枚

の
写
真
で
示
し
た
。
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